


ひとつの気持ち

向こうへ行っても元気でやれよ

俺もそのうち行くから待っててくれよ

 

ある日突然いなくなった人へ

君が送った言葉

辛そうにしている君を　見ているのは辛い

何もしてあげられない

君を大切に思う気持ちは全力で

誰にも負けないつもりだけれど

 

大切な人の心を

こうして繋ぎ止めておけるのなら

死ぬのも、怖くないかもしれないと

少しだけ思う

 

私は　君の大切な人がもっていないものを

なぜかまだもつことを許されて　ここにいる

私はそれをつかって



君の大切な人が君にしたかっただろう分も

君を大切にするから。

私は、私にできるやりかたで

手と目と耳で　愛すから。

触れ合える身体をまだ

持っていることを許されたのだから。

 

きっと何処かで

笑ってみてくれているんじゃないのかな

君の大切な人は。いつでも。君を。

だからこの世界は時々

こんなにも美しく見えるんじゃないのかな

 

泣いてもいいから　いいんだよ泣いたって

悲しいことなんだから

だから、泣いた後は　一緒に笑おう？

 

私の大切な人たちに



私ができるだろう精一杯の、

ひとつの気持ち。



海

浅黒い波涛を目まぐるしく岩に叩きつけ

全てを破壊し尽くす強烈な力に

耐え切れず打ち寄せる先から崩れていく白い飛沫

 
薄曇の空にぼんやりと灯る燈火

光は弱く遠く照らし、波は灰色に底の砂を映す

 
日が沈んで帳（とばり）が落ちれば、辺りは一面の闇

闇に聞こえる打ち寄せる波の音が

ただそこに海があることを伝える

 
目を覆われたような永久（とこしえ）の闇に

強く漂う潮の香り

 
淡く緑色に光を反射し

赤く土を巻き上げて水を濁し

降り注ぐ小雨を呑み込み嵩を増し

白く凍った雪を岸まで運んでは砕きゆく

 
遅い春を乗せて

照り返す光を浴び

冷たくなった波を吹き上げて

長い冬の間岸を守り荒れ狂う

 
寒さの厳しい　色の薄い景色の中を

寄せては返しいつもそこにあり

常に同じでは無く

砂を運び石を砕き川を抱いて

昂ぶった感情を思いのままに跳ね飛ばして

控えめに、当然のように轟かせては知らせる

その存在を

生命の源を

その熱く冷たい飛沫で

伝えるのだ



雪の降る音｜雪の匂い

真っ黒な闇から舞い降りる　

始まりは目を凝らしても見えず

ふわりふわりと　その白さで

冬の夜を切り開く

辿り着き　重なり　覆い尽くす

光と静けさを運んでくる

流れに形を変え　空に混じり

時に七色に光を映し

時に固く凍りつき

気高い冷たさを抱え

美しい紋様を惜しげもなく

消えることも厭わない潔さで

ふわり　ふわりと

降りてくる

落ちてくる　

熱にほどけて消えゆく

水の匂いを後に残し

どこまでも先へ

光り輝きながら　進んでいく

漆黒の闇から舞い降りる　どこから落ちるか見上げても

杳として知れず

柔らかく夜を切り裂いて光を振りまく

地に落ち、穢れず、重なり、覆い尽くす

闇を照らし、音を吸い取り、静寂を生み出す

流れに形を変え　空気に混じり

時に七色に光を映し

再び地に降りる時には

気高い冷たさを抱え

美しく堅い紋様を体に刻み

ひどく小さく惜しげもなく

落ちてくる　凍り付いた大地へ　肌へ



温もりに触れて刹那にほどけて消えゆく

その儚さこそ美しく

水の匂いを鼻腔に残し

地面へ滑り落ちてゆく



溢れる

感情が湧き出してくる

水のように　溜まり　満たす

 
蓋をするように

ヘッドホンをつけて

口を利かず

 
溢さないようにゆっくりと歩く

 
知らない町を

何も考えないように

 
溢れて零れてしまわないように



軋み

会いたいと言われると　胸が軋む

いてもたってもいられなくなる

そのとき思い出すのは　君の笑顔

 
だけど　私が会いたいと思う意味で

君は私に会いたいという言葉を

投げかけてくるわけじゃない

勘違いして重荷になってはいけない

 
だから

全てを投げ出して飛んで行きたい気持ちを抑えて

今日は行けないよと答える

 
それは残念

と言われれば苦しいし

何事もなかったように流されても

悔しいし

 
いつもいつも胸が軋む

 
それくらいなら出会わなければ良かった

そう思うことはどうしても出来ず

思い出すのは君の笑顔

 
君の笑顔を確かめたくて

怖くて

その笑顔を他の誰かに向けていることが

君が笑えずにいることが

怖くて

確かめるのが怖くて

とても会いたくて

 
胸が軋む



献身

君は　なぜそんなにも自分を投げ打って

そんなにも懸命に　支えようとするのだろう

己に鞭打って　退路を断ち

ただひたすらに厳しい道を　進もうとするのだろう

それが自分の選んだ道だから　と君は言う

しかし君のその意思に　他者の采配が入っていないとでも？

君は　自分以外の人を守る為に

その道を　選んだ

それは本当に君が選んだことなのだろうか

 
幾度も自分自身に問いかけたのかもしれない

しかしもう決めたことなのだからと

目を背け　前を向き

進んでいく君は

本当に振り返ることなど　ないのかもしれない

 
それでも

もしふと振り返ることがあるのなら

突き進むことに　走り続けることに

ふと疲れを覚えることがあるのなら

 
私から出来ることは、きっと少ないのだろう

それでも

思い出したらいつでも 会いに来て
頼ってくれていい

絶対に私は君の味方だから

私はいつでもここにいる

いつだって　ここにいる



その壁を、彩れ

彼は突然いなくなった

いつも強くたおやかに　笑顔を絶やさなかった

夢をその手に掴み　けして溺れず　けして驕らず

自分を捨てなかった

自分を無くさずにいた

その方法を模索し続けた

その末に彼は選んだのだ

一度失くすことを

捨てることを

 
目の前に困難が立ちはだかったとき

その壁を乗り越えろ、と言う人は多くいる

けして間違ってはいない

努力して乗り越えることも　正しいこと

怠けて放置したり　逃げるのはいけないこと

かもしれない

 
けれど

焦って乗り越えようとして　二度と立ち上がれない傷を

負ってしまうこともある

幼かった頃高く感じた壁が今は軽々跨ぎ越える事が出来るように

壁の前で得たことで　壁を越えられるかもしれない

壁を回りこんで　別の道を見つけられるかもしれない

 
その為には　目の前の壁を

立ちはだかる邪魔なだけの憎い敵だと思わずに

彩り　糧だと思うこと

 
今ここで出来ること

得られること

それを見逃さず　全てを掴んで

 
夢は、叶えるから夢というんだ

夢を儚いと思うのは人の弱さ

夢が現実になったら　次の夢へ



 
何も失うものなんて無い

 
自分を見失わずに　目を開いて前を見る

 
歩を進める

 
いつかあなたと同じ眺めを

 
時々押し潰されそうになっても

 
その壁を、彩れ



臆さずに

いつだっだか

唐突に

大丈夫？

ってメールを貰ったのは

丁度大丈夫じゃないときだから　びっくりしたな

そして嬉しかった

 
なんとなくそうじゃないかなって気がしたから

って言ってたよね。

 
最近君のことをよく考えてた

元気かなって

笑顔を思い出してた

 
また辛い思いしてたんだ？

ひとりで

だから考えてたのかな

馬鹿だな　頼ってくれればいいのに

 
何度言ってもそうしないのは

私が頼りないから？

 
そう思うとメールを打つ手が止まる

 
つい　怖くなる

 
でもずっと君のこと考えてたよ

たとえ何年も会えないことになっても

 
ずっと私は君の味方だよ

どこにいても君の幸せを祈ってるよ

 
最後に言ったでしょう？

 
あれは本当だから



 
笑っていて

どうか笑っていて

 
どんなに辛いことがあっても

今日もきっと笑えていますように



凛とした美しさ

突き詰めれば

無駄が無くなり

合理的な動作になる

最小限のエネルギーで

最大限の事が出来る

 
無駄の無い動き

 
それはしなやかで美しい

 
凛。

 
厳しく引き締まった

北国の冬のような

厳しく凍るように透き通った

はりつめた美しい空気

 
華美な着飾ったものではなく

そういった儚くもささやかな

真っ直ぐなもの

その美しさ



青空

昨日は、嫌なことがあった。

 
今朝は、嫌な夢を見た。

 
 
寒くて冷たい風が吹いても

空は晴れて

 
梅の花が満開でした。

 
 
冬の青空を見上げると

すがすがしくてどこか切ない。

 
元気ですか と思わず。
 
 
元気でいますか？

 
笑えていますか？

 
 
この空は。

あなたのいる場所と繋がっているはず。

 
きっと笑顔でありますように。



蕾

なぜ人は　朝日を待ち望むのだろう

夜は昼を　冬には春を

どうして夜が明けたら、春になったら、

大丈夫だと思うのだろう

 
なんとなく。

朝日が昇るとほっとする

温かくなると嬉しくなる

体を温めて　熱を上げて

前に踏み出す力を

膨らませて

 
さぁ　一緒にいこう

 
日差し溢れる場所へ

 



新しい日々

雨で洗われた空気　温かな日差し

気持ち良い青空

 
幸せだなとか。

ありがとうとか。

 
出てくるのはとても単純で

純粋な気持ちばかり

 
どこにいても　君の幸せを祈っています

だから　頑張って

 
なんて私に言われなくても

頑張りすぎるくらい頑張ってるよね

だから負けないように　私も頑張らなくちゃって

 
そう思わせてくれる人たちに囲まれて

幸せ者なんだな　私は

 
だからまだ行ける

大丈夫

だよね

 
素敵な映画を見たんだ

本を読んだ

文を見た

音楽を聴いて　美味しい物を食べて

可愛い女の子を見た

そして、青空に差す日の光を見た

 
拙い言葉だけれど

伝えたい

温かな気持ち

 
青い鳥を探すより　自分が幸せをあげたいんだ

自分が空を飛んで　届けるんだ



自分が空を飛んで　届けるんだ

 
そうなんだ

 
だから　進もう


